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は
じ
め

に

　
本

稿
は

、

西

本
願
寺
本
『

教

行
信
証
』

に

お
け
る

本
文
整
理

に

つ

い

て

検
討
し

、

書
写
本
と

し
て

の

意
義
を

問
う
こ

と

を

目

的
と

す
る

。

　
西
本
願
寺
本
は

、

同
系
統
本
の

奥
書
や

筆
跡
な
ど

に

よ
っ

て

文
永
十
二

年
（
一

二

七
五
）

、

親
鸞
没
後
の

書
写

と

推
定
さ
れ

、

古
く
か

ら

「

清
書

本
」

と

称
さ

れ

て

き
た

。

従
来
の

研
究
に

よ

れ
ば

、

西
本
願

寺
本
の

書

誌
的
特
徴
は

次
の

よ

う
で

あ
る

。

す
な

わ

ち
、

 
一

筆
で

書
さ

れ

坂
東

本
の

前
後
期

筆
跡
を

忠
実
に

書
写
し

編
輯
す
る

、

 
現
行
の

全
て

の

文

を

備
え
独
自
の

標
挙
も
存
在

す
る
、

 
整
然
と

し
た

体
裁
を

保
ち

、

経

典
・

論
書
・

釈
書
の

引
用

や

御
自
釈
に

適
宜

改
行
し

、

内
容
を
悉

知
し

て

長

行
や

偈
文
を

区
別
す
る

、

 
本
文
は

墨
、

右
左

の

仮
名
や

返

点
、

頭

註

等
の

註

記
・

補
記

、

四

声
点

等
の

ほ

と

ん

ど

を

朱

筆
で

記

入

す

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（

1）

る
、

と
い

っ

た

点
で

あ
る

。

西

本
願
寺
本
は

何
ら

か

の

構
想
を
も
っ

て

書
写
さ

れ

た

と

考
え
ら

れ

る

が
、

書
写
目

的
に
つ

い

て

は

周
辺
資

史
料

に

よ

る

推
定
に

留
ま

り
、

必

ず
し
も
明

確
で

な
い

。

西

本
願
寺
本

書
誌

の

諸
要

素
を

分
類
・

分
析
し
た

上

で
、

そ
の

総
体
と

し

て

書
写
の

実
態

を

捉
え
る

必

要
が

あ
り

、

殊
に

坂

東
本
と

西
本
願
寺
本
の

差

異
に

つ

い

て

体
系
的
に

把
握
す
る

こ

と
が

現
状
の

課
題
で

あ
る

。

　

そ
こ

で
、

体
裁

面
に

並
ん

で

重

要
な

、

朱
墨

に

よ

る

書
き

入

れ

に
つ

い

て

注
目
す
る

。

朱
書
に
つ

い

て

は
、

重
見
一

行
氏
の

研
究
が

あ
る

。

坂

東
本
に

対

す
る

西
本
願
寺

本
の

補
訂
に

つ

い

て

は
、

六
つ

の

場
合
が

想

　
　（
2）

定
さ
れ

、

異
本
に
つ

い

て

は
、

坂
東
本
を

書
写
し

た

西
本
願

寺
本
は

、

「

イ
マ

本
」

と
一

致
す
る

「

専
修
寺
本
的
写
本
」

を

中

心
と

し
つ

つ

補
訂

し

た

が
、

「

イ

本
」

と

示
し
た

例

が

坂
東
本
に

悉
く
存
し
て

い

る

と
い

う

　
　

　
　
　

　
　
（

3
＞

矛
盾
が

あ
る

と

い

う
。

そ
こ

で
、

本
文
書
写
の

実
態
と

異
本
の

関
係
を

再
考
し

、

朱
を
中
心
と

す

る

書
き

入

れ
の

意
味
に

つ

い

て

分
析
す
る

。

　

具
体
的
に

は
、

鎌
倉
三

本
（

坂
東
本
・

西
本
願
寺
本
・

専
修
寺
本
）

の

比

較
検
討
で

あ
っ

て
、

今
回
は

『

涅
槃
経
』

引
用

箇

所
を

研
究

対
象
の

中

心
と

し
た
い

。

『

涅
槃
経
』

は

『

教
行
信
証
』

に

お
い

て

最
も

引
用
数
の

　
　

　
　
　
　
（

4）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5

）

多
い

経
典
で

あ
り

、

親

鸞
真
蹟
の

書
写
本
も

多
く
残
る

。

坂

東
本
で

は

信
巻

別
序
前
（
真
蹟
集
成
一

五

六

頁
）

に

『

涅
槃
経
』

抄
出
文
が

あ
り

、

一 84一
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中

期
筆

跡
時
に

貼
紙
が

付
加
さ

れ
（

真
仏

土
巻

、

真
蹟
集
成
四
三
二

頁
）

、

後
期
筆

跡
時
に

は

信
巻
書
改
な
ど
が

施
さ
れ

る
。

専
修
寺
本
で

は

引
用

前
に

改

行
が

多
く

あ
る

。

西

本
願

寺
本
に

も

多
く
異
本
情
報
が

示
さ
れ

る
。

こ

の

よ

う
に

、

『

教
行
信
証
』

と

し

て

も
、

古
写
本
の

書
誌
と
し
て

も
、

特
色
が

あ
る

と

認
め

ら

れ

る
。

　
『

涅
槃
経
』

引
用
箇
所
を

中
心
と

し

て

本
文
と

そ
の

他
書
き
入
れ

の

実

態
を

分

析
す
る

こ

と
を

通
し

て
、

西

本
願
寺
本
が

坂

東
本
か

ら

整
理
．

発
展
す
る

過
程
で

、

よ

り
「

読
む
」

こ

と

を

重

視
し

た

書

写
本
と
し

て

成
立
し

た
こ

と
を
示
し
て

い

く
。

本
文

書
写
と

異
本

　

西
本
願

寺
本
本
文
の

漢
字
は
、

墨
書
で

書
写
さ
れ
て

い

る
。

大
部
分

は

坂
東
本
と

相
異
無
い

。

西

本
願

寺
本
の

特
徴
と
し
て

は
、

次
の

こ

と

が

挙
げ
ら
れ

る
。

第
一

に

誤
字
の

訂
正
（

縮
刷
本
一

七
八

頁
、

「

浄
」

の

上

書
訂
記

等
七
例
）

、

第
二

に

字
形
の

相
似
に
よ

る

誤
写
（
同
三

九
一

頁
、

「

婆
」

を
「

波
」

と

誤
写
す
る

な
ど
三

例
）

、

第
三

に

専
修
寺
本
と

共
通

す
る

坂
東

本
と
の

相
異
（

同
三

六
八

頁
、

「

知
」

を
「

智
」

と

書
写
す
る

な
ど

八

例）

で

あ

り
、

そ
の

他
（

縮
刷
本
三

八
一

頁
「

以
殺
寿
命
彼
故
」 、

同
四

〇
一

頁
「

遇

火
し

独
自
の

文
も
含
ま
れ

て
い

る
。

自
身
に
よ

る

誤
字
・

誤
写
の

ほ

か
、

別
の

意
図
を

も
っ

て

坂
東
本
か

ら

改
め

た

箇
所
が
あ
る

。

　

次
に

、

異
本
情
報
に
つ

い

て

は
、

「

ア

ル

本
」

、

「

イ
マ

本
」

、

「

イ

本
」

と

示
す
他

、

異
本
指
示
の

無
い

註
記
も
あ
る

。

西
本
願
寺
本
『

教
行
信
証
』

の

本
文
整
理
（

冨
　
島）

　
教
巻
下

欄
の

「

道
ア

ル

本
二

。

ノ

字
」

（
縮
刷
本
一

五

頁
）

と

は
、

「

導
」

に

対

す
る

註
記
で

あ
り、

専
修

寺
本
本
文
（

一

六

頁）

で

は
、

「

道
」

に

「

寸
」

と

小
さ

く
追
加
さ
れ

て
い

る
。

化
身
土
巻
『

浬
槃
経
』

頭
註
に

「

在

本

ニ

ハ

ア

リ

楽
字
」

（
同
七

四
六

頁
）

と

漢
字

表
記
さ

れ
て

お

り、

手
元

に

あ
る
こ

と

を

意
味
し
て

い

る
。

　

信
巻
『

涅
槃
経
』

に

多
い

「

イ
マ

本
」

は
、

例
え
ば

坂
東
本

本
文

を

書
写
し
た

コ
三

目

」

に

対
す
る

西

本
願

寺
本
の

右
傍
註
記
「

云
イ
マ

本
」

（

縮

刷
本
二

八
八

頁
）

な
ど
で

あ
り

、

専
修
寺
本
（

二

三

〇

頁
）

で

は

「

云
」

と

な
っ

て
い

る
。

「

今
本
」

（
縮

刷
本
四
〇

入

頁）

と

記
さ
れ

る

も

の

が
二

箇

所
あ
っ

て
、

現
在
目
の

前
に

あ
る

こ

と

を
示
し

て

い

る
。

　
「

イ

本
」

に
つ

い

て

は
、

坂
東
本
に

存
す
る

も
の

も
あ
る

が
、

親
本
で

あ
る

坂
東
本
を

異
本
と

す
る
こ

と

は

難
し
い

。

墨

書
に

よ

る

異
本
情

報

　
　
　
　
ギ

に

は
、

「

耆
イ

」

（
縮
刷
本
四
二

六

頁）
、

「

往
イ

」

（

同
四
二

八

頁
）

が

あ
る

が
、

北

本
（

大

正
一

二

・

五

六
五

中
）

・

南
本
（

大

正
一

二
．

入

＝

中
）

に

「

耆
」

、

北
本
（

大
正
一

二
・

五

六
五

中
）

・

南

本
（
大

正
一

二
．

八
一
一

下
）

に

「

往
」

と

あ

り
、

『

涅
槃
経
』

と
一

致
す
る

。

『

教
行

信
証
』

諸
本

の

み

な

ら

ず
、

引
用
原
典
と

の

照
合
が

課
題
で

あ
る

。

　

異
本

指
示
の

無
い

註

記
に
つ

い

て

も
、

専
修

寺
本
あ
る

い

は

『

涅
槃

経
』

原

典
と
一

致

す
る

場
合

が

多
い

。

専

修

寺
本
と

対

照

す
る

と
、

サ

ウ

反

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

サ
ウ

シ

「

燥
」

（
縮

刷
本
三

七

〇

頁
上

欄
）

は

「

燥
」

（

専

修
寺
本
二

九

七

頁
）

、

セ
ン

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
セ
ン

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

シ

ヤ

リ

「

刪
」

（
三

七

七

頁
上

欄
）

は

「

刪
」

（

専
修
寺
本
三

〇

三

頁）
、

「

舎
離
」

（

縮

刷
本
三

九
一

頁
下

欄
）

は

「

舎
離
」

（
専
修
寺
本
三
一

五

頁
）

、

「

実
得
」

（
縮
刷
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西
本
願
寺
本
『

教
行
信
証
』

の

本
文
整
理

（

冨

　
島
）

本
三

九
一

頁

右
傍
）

は
「

実
得
」

（
専
修
寺
本
三
一

六

頁）
、

と
い

う
よ

う
に

、

専
修
寺
本
と

よ

く
一

致
し
て
い

る
。

　

な
お

、

『

涅
槃
経
』

引
用
箇
所
以

外
に
も

十
二

例
の

異
本
情
報
が

あ
る

。

右
訓
な
ど
の

「

イ
本
」

が

専
修
寺
本
と
一

致
す
る

場
合
も
あ
り

、

「

イ
本
」

は

坂

東
本
の

書
写
原
本
を

含
む

『

涅
槃
経
』

文
と

想
定
さ

れ

る
。

異

本

指
示
の

無
い

註
記
に
つ

い

て

は
、

専
修
寺
本
と

と

も
に

書

写
し

て

い

な

い

も
の

も
見

受
け
ら

れ

る
。

調

巻
上

の

問
題
な
ど
に

よ
っ

て
、

坂
東
本

か

ら

整
理
さ

れ

た
と

考
え
ら

れ

る

が
、

坂
束
本
か

ら
の

展
開
と

し
て
「

専

修
寺
本
的
写
本
」

な
ど

数
本
と

の

照
合
を
行
っ

て
い

た
。

　

以

上

か
ら

、

「

今

本
」

「

在
本
」

は

手
元
で

校
正

す
る

た

め

の

「

専
修

寺
本
的
写
本
」

、

「

イ

本
」

は

『

教
行
信
証
』

諸
本
に

限
ら
ず

、

坂

東
本

の

書
写
原
本
を

含
む

原
典
の

可
能
性
が

想
定
さ

れ
る

。

朱
書
部
分
の

「

読
む
」

要
素

　

本
文
整
理
の

要
素
と

し
て

の

大
き
な

特

徴
は

、

朱
書
に

よ

る

諸

情
報

の

付
加
で

あ
る

。

西

本
願
寺

本
の

朱
書
の

種
類
は

、

引
文
に

関
わ

る

も

の

に

願
文
や

成
就
の

傍
註
や

朱
註
「

∴
」

「

一
」

「

・
」

が

あ
り

、

字
義

に

関
す
る

註

記
、

右

訓
・

左
訓
・

返
点
・

合
符
・

句
切
り

点
・

読
点
な

ど

の

訓
点

、

音
を

示
す
た

め

の

字
音
や

字
音
註
・

声
点
な
ど

の

書
き
入

れ

が

あ
る

。

字
義
・

訓
点

・

字
音
に
つ

い

て

は
、

基

本
的
に

は

坂

東
本

の

情
報
を

保
存
し

て

い

る

が
、

付
加
し

て

い

る

数
が

圧

倒

的
に

多
い

。

坂
東
本
を

底
本
と

し
、

西

本
願
寺
本
を

対
校
本
と

す
る

『

浄
土

真
宗
聖

典
全
書
』

第
二

巻
宗
祖
篇
上

（

本
願
寺
出
版
社

、

二

〇
一
一
）

所
収
の

『

教

行
信
証
』

の

校
異
を

眺
め

れ

ば
、

左
訓
の

校
異
が

大
部
分
を
占
め

る
こ

と

が

容
易
に

分
か

る
。

　

以

下

で

は
、

幾
つ

か

の

場
合
に

分
け
て

例
示

す
る
こ

と
で

検
討
を
進

め

て

い

き
た
い

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
ニ

　
　
　
　
　
　
　
ヘ

ナ

ワ

　

ま

ず
、

坂

東

本
右

訓
の

変
更
で

あ
る

。

「

故
」

を
「

故
」

（

縮
刷
本

　
　
　
　
　
　
ヘ

ル

ナ
リ

　
　

　
　

　

フ
ナ

リ

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

イ
カ
ン

ガ

ニ

八

五

頁
）

、

「

言

　
」

を

「

言
」

（

縮
刷
本
二

八

六

頁
）

、

「

云
−

何
」

を

イ
カ

ナ
ル

オ
カ

　

　

　
　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　
　
マ

ナ
フ
テ

　
　

　

　

　

ナ
ラ
ヒ

テ

「

云
−

何
」

（
縮
刷
本
三
一

＝

頁）
、

「

學
　
」

を
「

學
　
」

（
縮

刷
本
三

六
一

　
　
　
ユ

ル

セ

リ
ト

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　

セ
ム

　
ハ

　
　

　
　

　

　

ト

頁）
、

「

聽

　
」

（
同
五

九

三

頁
、

下

字
不
明）

、

「

稱
二

佛
具
知
根

力一
」

を

　
セ
シ

ム

ヲ

　
ト

セ

ム

ハ

「

稱
二

佛
具

知
根
カ
一
」

（

「

稱
二

佛
」

を
上

書
訂
記

、

縮
刷

本
五

九

四

頁
）

と

変

更

す
る

な
ど

し

て
い

る
。

こ

れ

ら

に
は

専

修
寺
本
と
の

関
連
が

多
く
見

ら

れ
る

。

　

次
に

、

訓
読
の

た

め

に
は

、

第
】

に
、

「

爲
二

一

」

（
縮
刷
本
一

八
〇

頁
）

の

二

点
、

「

可
四

令
三
」

（
縮
刷
本
三

六

九
頁）

の

四

点
を
補

う
な
ど

、

坂

東

本
に

お
け
る

省
略
返

点
の

補
い

を
し
て

い

る
。

第
二

に
、

「

云
−

何
」

（

縮

刷
本
一

七
八

頁
）

、

「

信
−

順
」

（

縮
刷
本
一

七

八

頁
）

、

「

了
−

知
」

（

縮

刷
本

一

七

八

頁）
、

「

又
−

復
」

（
縮
刷
本
三

二

二

頁
V

の

よ

う
な
合
符
の

追
加
が

あ

る
。

第
三

に
、

「

如

来
者
・

即
・

是
・

真
実
」

（

縮

刷
本
一

八

〇
頁）

、

＝

者
・

欲
暴
」

（
縮
刷

杢
二

三

五

頁
）

の

よ

う
に

、

坂
東
本
に

無
い

句
切
り
点

を

追

加
し

、

あ
る
い

は

読

点
を

句
切
り
点
化
し
た

「

是
・

世
間
」

（

縮
刷

本
一

七
九
頁
）

や

「

旡

有
二

也
、

」

（

同
一

七

九
頁
）

の

読
点
を

削
除
し
た

例

も
見
受
け
ら
れ

る
。
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最
も
注

視
す
べ

き

は
、

音
に

関

す
る

付
加
が

多
い

と

い

う
点
で

あ
ろ

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
ト

　
　

　
　

　
　

イ

タ
ム

ト
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
ニ

う
。

右

訓
で
い

え

ば
、

「

痛
」

を
「

痛
　
」

（

縮

刷
本
三

六

六

頁
）

、

「

遂
」

　
　
ッ

イ
ニ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ニ
　

　

　

　

カ

シ
コ

ニ

を
「

遂
」

（
縮
刷
本
三

六
七

頁
）

、

「

彼
」

を
「

彼

」

（

縮
刷
本
三

六
九

頁
）

と

す
る

よ

う
な
箇

所
が

多
い

。

坂

東
本
で

送
り
仮

名
し

か

な
い

も
の

に

対
し

て
、

右
の

よ

う
に

、

訓
読
あ
る

い

は

音
読
す
る
た

め

の

補
助
と

し

て
、

積
極

的
に

字

音
を

追
加
し

て
い

る

の

で

あ
る

。

さ

ら

に
、

坂
東
本

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
ヘ

　

　

　

　

へ

の

声
点
を

保
存
し
つ

つ
、

「

大
喜
大

捨
」

（
縮
刷
本
二

八

五

頁
、

傍
点
の

字
に

　
　
　

　
ヘ

　

ヘ

　

ヘ
　　
へ

声
点
）

、

「

檀
波

羅
蜜
」

（

縮
刷
本
二

八

六

頁
、

同
前
）

な
ど

、

新
た

に

声
点

を

付
加
し

て

い

る
。

こ

こ

に

は

専

修
寺
本
に

依
ら
な
い

追

加
も
多
く
認

め

ら

れ

る
。

　

朱
に

よ

る

訓
・

点
・

音
の

書
き
入
れ

は
、

正

し
く
本

文
を

訓
読
し

、

音
読

す
る

た

め

に

付

加
さ

れ

た

も

の

と

位
置
づ

け
る

こ

と

が

で

き
る

。

そ

の

た
め

に

諸

異
本
を
参
照
し

、

校
訂
や

情
報
の

集
積
を

行
っ

て

い

た

と

考
え
ら

れ

る
。

西
本
願

寺
本
の

書
写
で

は
、

『

教
行
信
証
』

を
テ
キ

ス

ト

と

し

て

「

読
む
」

対
象
と

す
る

こ

と
が

目
指
さ

れ
、

声
に

出
し

て

読

む
こ

と
が

意
識
さ
れ
て

い

た
。

お
わ

り
に

　

様
々

な
経
典
・

論
書
・

釈
書
等
を

蒐
集
・

配
列
し

、

親
鸞

自
身
の

解

釈
を
施
し

た

の

が

『

教
行
信
証
』

で

あ
る

。

坂
東
本
を

書
写
し

た

西

本

願
寺

本
に

は

二

つ

の

特
徴
が

あ
る

。

第
一

に
、

坂
東
本
を
臨

写
し

て

字

体
を

模
す
こ

と

と
、

坂
東
本
の

文
字
・

訓

点
・

註
記
な
ど
情

報
を
ほ

ぼ

西

本
願
寺
本
「

教
行
信
証
』

の

本
文
整
理

（

冨

　
鳥
）

忠
実
に

保
存
す
る

こ

と

で

あ
る

。

第
二

に
、

『

教

行
信

証
』

を

読
む
た

め
、

解
釈

す
る

た

め

の

措
置
が

施
さ
れ
て

い

る
こ

と

で

あ

り
、

書

写
者

自
身
に
よ

る

も
の

で

あ
る

。

　

西
本

願
寺
本
の

本
文
整
理
と

し
て

は
、

引
文
を

解
釈
す
る

た

め

に

改

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（

6）

行
・

偈
頌
体
・

傍
註
・

朱
註
が

独
自
に

施
さ

れ
た

こ

と

が

挙
げ
ら

れ
る

。

も
う
一

つ

の

本
文
整
理
と

し
て

挙
げ
ら
れ

る
の

が
、

本
文
の

墨
書
と

朱

を

中
心
と

す
る

書

き
入

れ

で

あ

り、

字

音
を

付

し
て

読
む

た

め

に

声

点
・

右
左
訓
・

字

音
註
が

書
写
・

追

加
さ

れ
、

訓
点
に

従
っ

て

読
む
た

め

に

返

点
・

句
切
り
点
・

読
点
・

合
符
・

字
訓
註
・

字
義
註
が

積

極
的

に

書
写
・

追
加
さ

れ
て

い

た
。

　
つ

ま

り
、

音
読
・

訓
読
・

読
解
の

三

つ

の

「

読
む
」

要
素
を
充

実
さ

せ

た

の

が

西
本
願

寺
本
書
写
の

実
際
で

あ
り

、

目
的
で

あ
っ

た
。

坂

東

本
の

情

報
を
基

底
に

置
き
つ

つ
、

諸
本
の

情
報
を

集
約
し

て

示
す
こ

と

で
、

坂

東
本
と
の

関
係
に

お

け
る

親
鸞
か

ら

の

継

承
性
と

、

「

教
行

信

証
』

の

展
開
史
上

に

お
け
る

テ

キ
ス

ト
と

し

て

の

進
展
性
と

が

実

現
さ

れ

た
。

　

西

本
願
寺

本
書

写
当
時
は

尊
蓮

書
写

本
な

ど

親
鸞
の

『

教
行
信
証
』

を

写
し
た

本
が

幾
つ

か

あ
っ

た
と

考
え
ら

れ

る

が
、

坂
東

本
や

「

専
修

寺
本
的

写
本
」

等
の

『

教
行
信
証
』

諸
本
の

み

な
ら

ず
、

引
用

経
論
釈

の

原

典
と

も

対

照
さ

せ

な
が

ら
、

一

度
と

は

限

ら
な

い

校
正

が

な
さ

れ
、

本
文
そ

の

他
が

整
理

さ
れ
て

い

っ

た
。

こ

の

こ

と

で
、

西
本
願

寺

本
は

音
訓
に

関
す
る

情
報
を
付
加
し

、

読
む
た

め

の

装
置
を
備
え
る

に
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西
本
願
寺
本
「

教
行
信
証
』

の

本
文
整

理
（
冨
　
島）

至
っ

た
。

　

訓

点
や

、

音
読
に

関
す
る

字
音
・

声
点
が

増
加
し
た

事
実
か

ら
は

、

口

伝
と

の

関
係
が

浮
か

び

上

が

る
。

西

本

願
寺

本
は

後

に

「

伝

授
本
」

と
し

て

の

地

位
を

帯
び

る

こ

と
に

な

る

が
、

そ

の

た

め

の

要

件
が

西

本

願
寺
本
書
写
時
に
は

既
に

備
え
ら
れ
て

い

た
。

時
代
性
を
考
慮
す
れ
ば

、

親
鸞
没
後

、

直
弟
の

時
代

、

一

四

世
紀
以

降
盛
ん

と

な
る
延

書
本
や

註

釈
書
の

作
成
に

先
立
つ

時
代
の

書
写
で

あ
る

。

坂
東
本
を
継
承
し
つ

つ
、

『

教

行
信
証
』

諸
本
と

関
連

す
る

典
籍
を

多
く
参
照
し

て

情
報
を
集
積

す

る
こ

と

で
、

本
文
を

「

読
む
」

た

め

の

テ

キ
ス

ト

と

し

て

成
立

し

た

こ

と

に
、

西
本
願
寺
本
書
写
の

意
義
を
見
い

だ

す
こ

と

が
で

き

る
。

1
　
「

西

本
願

寺
本
の

書
誌
に

つ

い

て
」

（

復
刻
本
解
説
五

三

頁）

お
よ
び

「

西

　
本
願
寺
本
『

教
行
信
証
』

の

特
色
に
つ

い

て
」

（
縮

刷
本
・

下、

九
三

八

頁
）

。

2
　
重
見
一

行
『

教
行
信
証
の

研
究

ー
そ
の

文

献
学
的

考
察

　
　
』

（

法

蔵

　
館

、

一

九

八
一
）

　一
一

九

頁
。

3
　
重
見
氏
前
掲

書
一

二

八

頁
。

4
　
山
田

龍
城
・

福
原

亮
厳
「

親
鸞
教
学
と
そ
の

著
作
中
の

引
用
書
」

（

『

龍
谷

　
大
学
論
集
』

三

六
五
・

三

六

六
、

一

九

六

〇）

に
よ

れ
ば
、

『

涅

槃
経
』

は

　
三

六

文
（
子
引
八

文）

引
用
さ

れ
る

。

5
　
『

大
般

涅
槃
経
要
文
』

、

『

見
聞
集
』

所
収
の

『

涅
槃
経
』

な
ど

（

い

ず
れ

　
も
真
蹟
集
成
に

所
収）

。

6
　
冨

島
信
海
「

西
本
願
寺
本
『

教
行

信
証
』

に

お

け
る

註

記
の

特
徴
に
つ

い

　
て

ll
・

坂
東

本
と
の

比

較
か

ら

ー
」

（
『

印
仏

研
』

六
二

ー
一

、

二

〇
一

三
）

。

〈

略
称
〉

真
蹟
集
成

　
『

増

補
親
鸞
聖

人

真
蹟
集
成
』

（

法
蔵
館、

二

〇
〇

五）

復
刻
本

　『
『

顕

浄
土

真
実
教
行
証
文
類
』

復
刻
（

西

本
願
寺
本）
』

（

浄

土

真
宗

　
本
願
寺
派
宗
務
所

、

二

〇
一

二
）

縮
刷
本
　
『
本
願

寺
蔵
顕
浄
土

真
実
教
行
証
文
類
縮
刷
本
』

上
・

下
（

『

教
行
信
証

　
の

研
究
』

第
三
・

四

巻
所
収、

浄
土

真
宗
本
願
寺
派
宗
務
所、

二

〇

＝
一
）

専
修
寺
本
　
『

専
修
寺
本
顕

浄
土

真
実
教
行
証

文
類
』

上
・

下
（

法

蔵
館

、

　
一

九

七
五
）

〈

参
考
文
献
〉

重
見
一

行
『

教
行
信
証
の

研
究

　

そ
の

文
献
学
的
考
察

ー
』

（
法
蔵
館

、

　
一

九

八

こ

山
田
龍
城
・

福
原

亮
厳
「

親
鸞
教
学
と

そ
の

著

作
中
の

引
用
書
」

（
『

龍
谷
大
学

　
論
集
』

三

六

五

⊥一．一
亠

ハ

六
、

一

九

六
〇

、

二

五
七

ー
三

〇
八

頁）

冨
島
信
海
「

西
本

願
寺
本
『

教

行
信
証
』

に

お

け
る

註
記
の

特
徴

に
つ

い

て

　

ー
坂
東
本
と

の

比

較
か
ら

⊥
（
『

印
仏

研
』

六
ニ

ー
一

、

二

〇

＝
二

、

　
一

四

ニ

ー
一

四
五

頁
）

〈

キ
ー
ワ

ー

ド
〉

　
『

教
行
信
証
』

、

西

本
願

寺
本、

書
誌

　
　
　
　
　（
龍
谷
大
学
大
学
院
研
究
生）
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